


































































































































































































































































































































































































































































































































































































































（4）	沈阳惊现 “ 日军神社门框 ”	是日军为避邪而修	http://www.nen.
com.cn/77972966595362816/20040819/1473703.shtml
（5）	家族の第２の原風景、満州・文官屯（ブンカントン）を訪ねて②
　http://blog.goo.ne.jp/isokawas/e/cb6c26b98e4d9f1e4c22cf9f
8e0da2a5
（6）	錦州の旅・行ってきました編	http://www.geocities.co.jp/Silk	
Road/8467/zinzou.html
（7）	韓国にもあった日本人町（前編）　http://www.asahi.com/and_
M/interest/gallery/20130416clickdeep/11.html
松汀神社跡
　光山郡松汀邑（現・光州市）にあった松汀神社。神社
跡地は、湖南線（大田―木浦）から光州に向かう慶全西
線が分岐する松汀里駅の近傍、地下鉄松汀駅からほど近
い松汀公園にある。社務所、拝殿、石灯籠（写真29）、
南無阿弥陀仏と書き換えられた石碑などが残っている。
神社の建物は金仙寺として使われている（写真30）。拝
殿へと続く旧参道上には顕忠塔（写真31）が建てられて
いる。この神社の存在と場所は諸葛氏のご教示に依った。
群山神社跡
　群山は錦江河口に位置する植民地朝鮮の主要貿易港で
あった。群山神社は大正5（1916）年に大正天皇即位
を記念して、海を望む高台（現・月明公園）に創建され
た（写真32）。山頂付近には愛国志士李仁植銅像、義勇
不滅と刻まれた群山義勇消防隊の石碑などが建てられて
いる。遺構は残っていない。
鎮海神社跡
　鎮海は要港部のある海軍の街だった。それを引き継い
だ韓国海軍の軍港が今もある。鎮海神社は、頂上に日本
海戦記念塔（今は取り壊され、同じ場所に鎮海塔が建て
られている）が建つ兜山（現・帝皇山）の中腹にあった
日露記念館の跡地に大正5（1916）年に創建された。
神社跡は鎮海南山初等学校となっている（写真33）。学
校の敷地内には立ち入ることができず、遺構が残ってい
写真 25． 九龍浦神社跡。忠魂塔基壇。再整備の際
に掘り出された手水鉢、砲弾型の石、礎
石が並ぶ。左側にある建物は志魂閣。
写真 31． 松汀神社跡。顕忠塔の向こうに神社跡。
右の石塔は日本時代のものか？
写真 26． 馬山神社跡。参道跡。坂を上って、つ
きあたった所が神社跡。写真手前辺り
に鳥居がたっていた。
写真 32． 群山神社跡。小学校の奥に見える山の
中腹に神社があった。
写真 27． 馬山神社跡。階段は当時のもの。右側
植込みの石垣には灯籠の笠がある。
写真 33． 鎮海神社跡。鎮海南山初等学校。
18
一直線に下りていく道
は、神社の参道で（写
真26）、途中には鳥居
もあった。学校入口に
残っている階段はその
まま使用され、灯籠の
笠が一つだけ植え込み
の囲いとして使われて
いる（写真27）。戦後社務所？を民俗館として使ってい
たが（写真G）現在は取り壊されている。取り壊した旧
社務所の屋根瓦は学校内の歴史館に保存されている（写
真H）。部外者が学校内に入ることは、どこの国でも難
しくなってきているが、構内での撮影許可だけでなく、
日本語ができる教師による構内
案内までしていただいた。
松島神社跡
　木浦の松島神社跡地（写真
28）は、詳細な調査が2005年
になされている。『旧朝鮮の神社
跡地調査とその検討』（2006）
を参照されたい。2005年時点
から変わったところは、神社へ
と上る階段が「東明洞七七階段」
と名づけられ、歴史が書かれた
石碑が建てられたことである（写
真 I）。
ており、当時の様子をうかがうことができる韓国では珍
しい場所である。階段、玉垣、狛犬、石碑など多数の遺
構がある。本殿跡には龍王堂が建ち（写真24）、その隣
には忠魂閣が建てられている。再整備の際に掘り出され
た手水鉢や、砲弾型の石が忠魂塔基壇の隣に並べてある
（写真25）。忠魂塔基壇に刻まれた昭和年号は消され、
檀紀年号が上から彫られていた（写真F）。鳥居も埋まっ
ているらしいが、発見できなかった（7）。
馬山神社跡
　馬山神社は明治42
（1909）年に馬山港
を一望する馬山公園
の中に創立された。
現在、馬山神社跡地
には馬山第一女子中
学校が建っている。
神社は高台に作られ、
学校入口から海へと
写真 22． 浦項の祠跡。丘の頂上にあった。
写真 28． 松島神社跡。石碑は階段上り口の右側
に建つ。
写真 23． 九龍浦神社跡。境内地へと続く階段。
階段両側には狛犬。
写真 29． 松汀神社跡。灯籠。右下階段にも「奉」
の字が刻まれている。
写真 24． 九龍浦神社跡。本殿跡。現在は龍王堂。
　　　　右の建物は忠魂閣。
写真 30． 松汀神社跡。拝殿？がそのまま使われ
ている金仙寺の大雄殿。
写真 H　歴史館に保存されている瓦
写真 I　「東明洞七七階段」
　　　　石碑説明文
写真 F　忠魂塔基壇の石版
写真 G　 民俗館として使われている旧社
務所？の写真
